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≪医療DXのユースケース・メリット例≫

✓意識不明時に、検査状況や薬剤情報等が把握され、迅速に的確な治療を受けられる。
✓入退院時等に、医療・介護関係者で状況が共有され、より良いケアを効率的に受けられる。
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✓ 情報登録の手間や誤登録のリスク、費用支払に対する事務コストが軽減される。

✓ 予診票や接種券がデジタル化され、速やかに接種勧奨が届くので能動的でス
ムーズな接種ができる。予診票・問診票を何度も手書きしなくて済む。

✓ 自分の健康状態や病態に関するデータを活用し、生活習慣病を予防する行動
や、適切な受診判断等につなげることができる。

✓ 政策のための分析ができることで、次の感染症危機への対応力強化につながる。
✓ 医薬品等の研究開発が促進され、よりよい治療や的確な診断が可能になる。
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電⼦カルテに全てを集約する

情報を詰め込むことが出来るが、
誰のために⾏なっているのか、
誰が閲覧するのか

Aiの活⽤は？？
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日本在宅血液透析学会
Copyright © 2018 NIKKISO CO., LTD. All rights reserved.

施設側・在宅（患者様）間との情報連携はインターネット回線を介して行います。

システム構成



6

遠隔モニタリングシステムのしくみ

●医療施設
医師や医療従事者は
インターネットを通じ
患者さんの情報を閲覧します。

●サーバ
送信さた情報はセキュリティの整った、
米国・オランダ・ドイツ・日本国内・
その他の外国に設置さたサーバにおいて、
厳重に保存・管理さます。 ペースメーカや

ICD、CRT-D、ICMは、いいな情報を記録すことができます。
植込み型心臓デバイスは、常にデバイス
本体や患者さんのお体に関す様々な
情報を記録しています。この情報は
医師が診断や治療をす際に参考とな
。ます

ご存じですか？

●情報
植込み機器の電池の状態や
リード線の状態、不整脈の
有無など、検診に必要な
情報が送信さます。



熊本 臨⼯太郎

記⼊欄
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患者⾝体情報

⽇時 11:00 12:00 13:00
HR 70 70 70
SpO2 98 99 97
NIPB 101/54 110/67 100/60

熊本 臨⼯太郎



患者⾝体情報

熊本 臨⼯太郎



除細動器・AED使⽤時の情報

○○J ○○時○○分 

熊本 臨⼯太郎
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ペースメーカー
情報
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熊本 臨⼯太郎



在宅での情報

透析情報

Copyright © 2018 NIKKISO CO., LTD. All rights reserved.

患者様の透析実績・添付画像の確認とコメントの確認と登録ができます。

コメントの
確認・登録

画像の
確認

記録用紙の
確認

実績管理（施設側）

熊本 臨⼯太郎



日本在宅血液透析学会

病院の電⼦カルテ端末へ集約
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在宅医療に関しては、全てインター
ネットを介した情報の共有が必要



産経新聞より

⽇本経済新聞より



１．バックアップデータの暗号化・秘匿化

２．保健医療分野におけるSOCの構築

１．平時の予防対応
①医療機関向けサイバーセキュリティ対策研修の充実 ②脆弱性が指摘されている機器の確実なアップデートの実施
③医療分野におけるサイバーセキュリティに関する情報共有体制（ISAC）の構築 ④検知機能の強化
⑤G-MIS用いた医療機関への調査実施

２．インシデント発生後の初動対応
①インシデント発生時の駆けつけ機能の確保 ②行政機関等への報告の徹底

３．日常診療を取り戻すための復旧対応
①バックアップの作成・管理の徹底 ②緊急対応手順の作成と訓練の実施

医療機関におけるサイバーセキュリティ対策の更なる強化策
－ 今後の医療機関におけるサイバーセキュリティ対策の基本方針 －

（１）短期的な医療機関におけるサイバーセキュリティ対策

（２）中・長期的な医療機関におけるサイバーセキュリティ対策

１
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アラーム⾳のみで、
何のアラームがなっているのか不明
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